
 

「ごみゼロ・クリーンウォーク」に参加！ 

今回参加した選手たち 市民のみなさんと活動し街をきれいに 

広島市役所前から旧広島市民球場跡地までの約 2km のコースを選手達は参加したコカ・コーラウエスト

グループの社員や市民のみなさんと交流を図りながら協力し、ゴミ拾いを行った。 

 
～試合案内～（広島広域公園） 

7月 18 日（土）15:30～VS 駿河台大学 

7月 19 日（日）17:10～VS 立命館大学 

7月 20 日（祝）14:00～VS 南都銀行 

 

有料試合：一般、大学生 1,000円 

    ：高校生     500円 

    ：中学生以下   無料 

 

 

 

6月 16日（火）にグリ

ーンアリーナにて小中

高合同練習会が開催さ

れ、参加者総勢 50 名と

ともに爽やかな汗を流

した。参加した小中高生

は選手にアドバイスを

求めたり、練習をお願い

するなど積極的に練習 

 に取り組んでおり、有

意義な練習会であっ

た。 

 今後も広島県のレベ

ルアップのためにこの

ような事業に継続的に

参加し、地域スポーツ

の振興、普及を図って

いきたい。 

また、7月 1日から京都

市で全日本実業団バド

ミントン選手権大会が

行われる、選手たちの

活動に期待したい。 

 

  

編集協力 安田女子大学心理学科 SWDゼミ 

       現代ビジネス学科 TMTゼミ 

各チームの１推し選手を紹介します。 

☆選手紹介コーナー☆ 

生年月日 

身 長 

血液型 

出身地 

担当者からのコメント 

ワクナガレオリック 

子安 貴之選手 

４ 

199１．1２．1８ 

1８1cm 

A型 

大阪府 

湧永製薬ハンドボール部の子安貴之です。入社 2 年目です。 

7 月に韓国にて行われる、第 28 回ユニバーシアード競技大

会のメンバーにキャプテンとして参加いたします。自分の持

ち味であるスピードプレーと持ち前の元気を出し、チームを

引っ張っていきます。 

応援よろしくお願いいたします。 

 

 6月 7日（日）、広島市内で「ごみゼロ・クリーンウォーク」が開催された。 

この活動は、昭和 57 年に始まり、広島市民の環境美化意識を高めるとともに、「ごみのない清潔でき

れいな街」にすることを目的とした環境美化活動である。 

 

ジュニア世代強化事業 

練習風景写真 



 
J1、J2通算 200ゴール達成 

J1、J2通算 200ゴールに王手をかけていた佐藤寿

人選手が、6月 20 日にエディオンスタジアム広島で

行われた J1 リーグ 1st ステージ第 16 節、モンテデ

ィオ山形戦で記録を達成した。前半 26分、青山選手

のアシストからうまく抜け出した寿人選手が倒れな

がらもシュートし、見事にゴール。これで寿人選手

は J1 で 150ゴール、J2で 50ゴールの通算 200ゴー

ル目を挙げた。前人未到の大記録を達成した直後の

前半 28 分、35 分、立て続けにゴールを決め、わずか

9 分の間にハットトリックを成し遂げた。偉大な記録

に自ら花を添えるエースの活躍に、スタジアムは大

いに盛り上がり、選手とファンが一体となっていた。

試合は 5-1と今季初の大量 5 得点を取り、勝利した。 

 この日は父の日が近いということもあり、親子連れ 

が多く、子供たちもたくさん楽しめた試合になっただろ

う。 

 J1リーグ 1stステージ最後のホームゲームをいい形で

終えたと思う。 

残り 1 節で 1st ステージが終わる。7 月にある明治安田

生命 J1 リーグ 2nd ステージに繋がるような試合で 1st

ステージを締めくくってほしい。 
200 ゴールを達成した佐藤寿人選手 

 ファンとの距離が縮まった2日間 
6月 12,13日に福岡ヤフードームにて、「生鯉･ 

生声･生解説 ―福岡編―」が開催された。 

イベントには開門前から多くのファン倶楽部会員 

 

 

が駆けつけ、練習の生解説を楽しんだ。そして試

合開始。この二日間のカープは特に絶好調でファ

ンも大盛りあがり、止まらない打線や菊池選手の

ファインプレーを受けて解説者の解説にも力が入

った。 

イベントでは、解説者への「質問コーナー」も開

催され、ファンの質問が殺到した。選手に関する

ことはもちろん、解説者への個人的質問なども投

げかけられたが、解説者の冗談を交えた回答に笑

いの耐えないイベントとなった。最後まで大盛り

上がりで、二日間は無事終了した。 イベントへ参加のファン倶楽部会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年6月25日 

日 

1 



広島東洋カープ 

5/26 カープ○  7-4  ●ロッテ 

5/27 カープ●  4-8  ○ロッテ 

5/28 カープ● 10-12 ○ロッテ 

6/2  カープ●  4-7  ○日本ハム 

6/3  カープ●  0-5  ○日本ハム 

6/4  カープ●  3-6  ○日本ハム 

6/5  カープ○  2-1  ●楽天 

6/6  カープ●  3-5  ○楽天 

6/7  カープ○  3-1  ●楽天 

6/27 カープ○  6-4  ●中日 

 

サンフレッチェ広島 

 

5/27 Jリーグ ヤマザキナビスコカップ第 6節 

対 FC東京        1-1 

6/3  Jリーグ ヤマザキナビスコカップ第 7節 

  対ヴァンフォーレ甲府 2-0 

6/20 J1リーグ  第 16節 

  対モンテディオ山形  5-1 

6/27 J1リーグ  第 17節 

対サガン鳥栖      1-1 

 

トップレベルの技術に触れてみよう！ 
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5/26～6/25 トップス広島 試合結果  

 バレーボール・プレミアリーグ男子の JT サンダーズの選手によるバレーボール教室が 6 月 16 日、広

島市立春日野小学校で開催された。このバレーボール教室は、シーズンオフを中心に広島県内をはじめ

とした各地域で実施されている。 

 今回のバレーボール教室では春日野小学校の 6 年生が参加し、安永拓弥選手・中島健太選手・菅直哉

選手・久原大輝選手・安井勇誠選手・ベゼラ・ジユニオル選手・塚崎祐平選手、徳元幸人コーチ・平馬

慶太コーチからトップレベルのバレーボール技術を学んだ。また、子どもが学ぶ姿を保護者の方も見守

っていた。 

 7人の選手らは、まず実際のプレーを見せ、その迫力に子どもたちは大きな歓声を上げていた。次にキ

ャッチボールといったウォーミングアップ、サーブやレシーブ、アタックなどの基本的な技術を教える 

 
ことに加えて、子どもたち１

人ひとりに声をかけながら、

選手と子どもたちが楽しく触

れあう場面も見られた。また、

クラス対抗の円陣パスやミニ

ゲームも行われ、選手も子ど

もたちも一丸となって盛り上

がっていた。 

参加した児童は「もっと上手

くなりたい」、「もっとやりた

い」、「選手に会えて嬉しい」、

「中学校でバレーをしようと

思っているから良い経験にな

った」などと話してくれ、と

ても笑顔で溢れていた。 

トップレベルの選手と一緒に

練習ができることや、実際に

指導してもらうことは、めっ

たにない貴重な経験である。

今回の経験が興味を持つきっ

かけとなれば嬉しい。 
選手との練習風景写真 



 

 

 

 

○日本選手権大会・出場者特集○ 

 
6 月 26日(金)から 3日間，デンカビックスワンスタジアム（新潟県）にて開催される 

第 99 回日本陸上競技選手権大会兼 第 15回世界陸上競技選手権大会（2015／北京）代表選手選考競技

会へ出場する 3選手について紹介する。 

 
石川 卓哉（いしかわ たくや） 

 山口県下関市出身。1987 年生まれの 27歳。2015年 4月から陸上競技部主将を務

める。 

 高校時から長距離種目で頭角を現し、明治大学へ進学。４年時には主将を務め、

学生選手権、箱根駅伝で活躍した。 

 中国電力入社後は即戦力としてトラック競技を中心に活躍し、岡本直己選手と並

ぶエースへ成長した。2015 年 3 月に初マラソンを走り、次のステップに向けて成

長段階にある。 

（自己最高記録：5000ｍ13分 35秒 38，10000ｍ28分 09秒 49） 

北 魁道（きた かいどう） 

 広島県広島市出身。1992年生まれの 23歳。 

 明るい性格と男気溢れる様でチームのムードメーカー役を担

う。 

 高校時は全国を舞台に活躍したが、大学時にその才能を披露 

する機会が少なかった。 

 しかし、中国電力へ入社後、再び活躍の場を見出し、 

2015 年ニューイヤー駅伝では新人ながら重責のある 1 区を任さ

れ、区間 6位と期待に応えた。 

 その後、ハーフマラソン、10000ｍ、5000mと自己最高記録を更

新。これからのさらなる成長に期待したい。 

（自己最高記録：5000m13分 38秒 60，10000m28 分 42秒 12） 

藤川 拓也（ふじかわ たくや） 

 広島県庄原市出身。1992年生まれの 22歳。 

 落ち着いた性格でマイペース。自身の状態を把握できてい

るため、大会に向けて調子を整える能力に長けている。 

 世羅高校、青山学院大学時に主将を務める。そして全国高

校駅伝（2 年時）、箱根駅伝（4 年時）で総合優勝の経験を持

つ。中国電力へ入社直後、怪我で少しトラック競技への入り

が遅れたものの 5月以降に状態を上げてきた。 

 今後の活躍が期待されるルーキーだ。 

（自己最高記録：5000m13分 51 秒 40，10000m28 分 20 秒 31） 
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今年も開催！ 

ヒロシマ国際ハンドボール大会 

６月２６日(金)～２８日(日)に広島市中区スポーツセンターでヒロシマ国際ハン

ドボール大会が開催される。今年は女子のみの大会で、中国代表、デンマークの

ハンドボールチーム SKオーフス、日本代表を招き総当たり戦を行う。金明恵新監

督を迎えた、新生メイプルレッズの強さに期待が集まる。今大会も優勝を狙って

もらいたい。 

私たちの声援でメイプルレッズを応援しよう！ 


